
▲外国語指導助手
　ジョン・モラエスさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本は美しい国だ。北海道や沖縄の自然、また、東京・広
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島・奈良・京都など素晴らしい都市もたくさんある。しかし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僕が一番美しいと思うのは、そういう場所ではなく人である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎日の生活で、僕は優しい人たちにたくさん会う。僕の家
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の隣は焼き鳥屋さんで、オーナーはいつも僕を歓迎してくれ、
　　　　　　　　　　　「ここは２番目の家だから、寂しがらないでね」と言ってくれる。また、東予・丹原・小松地域の人
　　　　　　　　　　　たちとテニスや食事をし、色々な行事に参加することがあるが、何か困った時には、彼らはいつも僕
　　　　　　　　　　　の力になってくれる。英会話クラスにも素晴らしい人がたくさんいる。パイを焼いたり、僕の家族の
　　　　　　　　　　　ことを聞いてくれたり、お昼ご飯に誘ってくれたり、いつも僕のことを気にかけてくれている。
　　　　　　　　　　　　剣道の先生もとても我慢強くて親切だ。僕が二段の試験に受かるように協力してくれるし、一緒に
　　　　　　　　　　　参加している子どもたちも、僕が何か分からないことがあれば一生懸命説明してくれる。
　　　　　　　　　　　　他にも、僕の家族にお土産を用意してくれたバドミントンの先輩、太鼓グループの仲間たち、バレ
　　　　　　　　　　　ーボールチームのみんな、いつも僕を理解し、楽しませてくれてありがとう。
　　　　　　　　　　　　昼食の時、おまけしてくれる店員さん、それに、授業が上手くいくよう手伝ってくれたり、健康を
　　　　　　　　　　　気遣ったり、一緒に話す時間を作ったりしてくれる学校・幼稚園の先生方。僕に絵や手紙を書いたり、
　　　　　　　　　　　メールをくれたり、一緒に遊ぼうと言ってくれたりする子どもたち。いつも挨拶してくれるお医者さ
　　　　　　　　　　　んの奥さん。どうもありがとう。こんなに素敵な人たちと出会えて、僕はとてもラッキーだ。大勢の
　　　　　　　　　　　人のおかげで、西条での生活が楽しめる。日本が美しいのは彼らがいるからだ。＜訳：国際交流係＞
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